
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 フレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と、該撮像部か
ら出力される前記 プログレッシブ撮像信号

フレームレートに対応 映像信号 フレームレート変換部と、

出力するフレームレート情報出力部を備えることを特徴とする撮像装
置。
【請求項２】
　 フレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と、該撮像部か
ら出力される前記 プログレッシブ撮像信号

フレームレートに対応 映像信号 フレームレート変換部と、前記所定
のフレームレートに対応した情報を出力するフレームレート情報出力部を備えて撮像装置
を構成するとともに、該撮像装置から出力される前記所定のフレームレートに関連する情
報を、前記フレームレート変換部から出力される前記映像信号とともに同一記録媒体上に
記録する記録装置を備えていることを特徴とする撮像記録装置。
【請求項３】
　 フレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と、該撮像部か
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で前記所定の した を出力する 前
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ら出力される前記 プログレッシブ撮像信号

フレームレートに対応した映像信号 フレームレート変換部と、
有効フレーム信号をカウントし そのカウ

ント結果を 出力するカウンタとを備えることを特徴
とする撮像装置。
【請求項４】
請求項 3に記載の撮像装置において、
　 カウント結果を表示する表示手段を備えていることを特徴とする撮像装
置。
【請求項５】
　 フレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と、該撮像部か
ら出力される前記 プログレッシブ撮像信号

フレームレートに対応した映像信号 フレームレート変換部と、
有効フレーム信号をカウントし そのカウント結

果を出力するカウンタとを備えて撮像装置を構成するとともに、
　該撮像装置から出力される前記所定のフレームレートに関連する情報を、前記フレーム
レート変換部から出力される前記映像信号とともに同一記録媒体上に記録する記録装置を
備えていることを特徴とする撮像記録システム。
【請求項６】
請求項５に記載の撮像記録システムにおいて、
　前記所定のフレームレートに関連する情報は、前記カウンタから出力されるカウント結
果であることを特徴とする撮像記録システム。
【請求項７】
請求項６に記載の撮像記録システムにおいて、
　前記カウンタから出力されるカウント結果を、前記フレームレート変換部から出力され
る前記映像信号と共に同一媒体上にフィールド単位で記録することを特徴とする撮像記録
システム。
【請求項８】
　請求項５から７のいずれかに記載の撮像記録システムにおいて、前記所定のフレームレ
ートに関連する情報は、単位時間当たりの であることを特徴と
する撮像記録システム。
【請求項９】
請求項５から８のいずれかに記載の撮像記録システムにおいて、
　前記所定のフレームレートに関連する情報は、前記記録媒体におけるユーザーズビット
に記録されることを特徴とする撮像記録システム。
【請求項１０】
請求項５から９のいずれかに記載の撮像記録システムにおいて、
　前記記録装置は、前記撮像装置からの映像信号に関して記録開始指令と記録停止指令と
を、前記記録媒体のユーザーズビットに記録することを特徴とする撮像記録システム。
【請求項１１】
請求項１０のいずれかに記載の撮像記録システムにおいて、
　前記撮像装置からの映像信号の記録装置による記録開始指令を、記録開始位置よりも所
定時間遅延させて前記記録媒体のユーザーズビットに記録することを特徴とする撮像記録
システム。
【請求項１２】
請求項５から１１のいずれかに記載の撮像記録システムにおいて、
　前記所定のフレームレートに対応する前記カウンタからのカウント結果出力に基づいて
、このカウント結果を表示する表示手段を備えていることを特徴とする撮像記録システム
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。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えばカメラ一体型ＶＴＲやディジタルカメラのような撮像装置あるいは撮像
記録装置、および、このような撮像装置あるいは撮像記録装置で得られた撮像情報を記録
する撮像記録システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ＨＤ（ High Definition）放送機器の進展により映画を電子化する、つまり従来の
フィルムをビデオテープ等で置き換える、電子シネマシステム化が促進されるようになっ
てきた。具体的には、テレビジョンにおけるフィールド周波数６０Ｈｚから映画のフレー
ム周波数２４Ｈｚへ、しかも走査方式は飛び越し走査方式からプログレッシブ走査方式（
以下、Ｐと表示）への対応が必要となってきた。
【０００３】
そこで、種々のフレームレートのＰ信号を出力する撮像部の出力信号を所定のフレームレ
ートに変換するフレームレート変換部を撮像装置に備えたものが従来提案されている。
【０００４】
この従来のものでは、撮像部から出力される映像信号のフレームレートを変換して記録装
置に映像信号を１秒間当たり６０Ｐフレーム分記録させる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来のものにおいては、単にフレームレートの変換を行って、その変
換された映像信号を撮像装置から出力したり、あるいは撮像装置から出力される映像信号
を、例えば磁気テープなどの記録媒体に記録するだけにとどまっていた。
【０００６】
このために、記録された情報を磁気テープから再生しても、記録時に撮像部から出力され
る映像信号のフレームレートがいくらに設定されているかを検出することはできない。
【０００７】
また、所定のフレームレートに対応して、撮像部からは有効フレームの映像信号と、有効
フレームでない映像信号が所定の組み合わせで出力されるが、どのフレームの映像が有効
フレームであるか、そうでないかを判別する情報が付加されていないため、有効フレーム
のみを抜き出して、ハードディスクあるいは半導体メモリ等の記録手段に記録させて編集
作業を行うようなノンリニア編集装置で番組を編集することは非常に効率が悪くなる。
【０００８】
本発明は、上記実状に鑑みてなされたものであって、撮像に伴って撮像装置から出力され
るプログレッシブ撮像信号を所定のフレームレートで出力する場合に、その所定のフレー
ムレートに関連する情報をも映像信号と共に出力する撮像装置、撮像記録装置、および前
記撮像装置、撮像記録装置から出力される映像信号と所定のフレームレートに関連する情
報を記録する撮像記録システムを提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
この課題を解決するために本発明は、種々のフレームレートのプログレッシブ撮像信号を
得る撮像部と、該撮像部から出力される前記プログレッシブ撮像信号を所定のフレームレ
ートに対応させた映像信号に変換して出力するフレームレート変換部と、前記所定のフレ
ームレートに対応した情報を出力するフレームレート情報出力部を備えるように構成した
ものである。
【００１０】
これにより、撮像部から出力されるプログレッシブ撮像信号は所定のフレームレートに対
応させた映像信号に変換してフレームレート変換部から出力されると共に、所定のフレー
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ムレートに対応した情報、例えば有効フレーム信号を出力することが可能となる。すなわ
ち、従来においては、有効フレーム信号など所定のフレームレートに関連した情報が撮像
装置等から出力されるものでなかったのであるが、本発明ではそのような所定のフレーム
レートに関連する例えば有効フレーム信号などの情報を出力するので、本発明の撮像装置
をノンリニア編集装置などに接続することで、有効フレームである映像信号だけを選択し
て記録させることができ、効率よく編集作業を行うことができるようになる。
【００１１】
また、本発明は、種々のフレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と、該撮
像部から出力される前記プログレッシブ撮像信号を所定のフレームレートに対応させた映
像信号に変換して出力するフレームレート変換部と、前記所定のフレームレートに対応し
た情報を出力するフレームレート情報出力部を備えて撮像装置を構成するとともに、該撮
像装置から出力される前記所定のフレームレートに関連する情報を、前記フレームレート
変換部から出力される前記映像信号と共に同一記録媒体上に記録する記録装置を備えるよ
うに構成したものである。
【００１２】
これにより、撮像部から出力されるプログレッシブ撮像信号は所定のフレームレートに対
応させた映像信号に変換してフレームレート変換部から出力されるとともに、所定のフレ
ームレートに対応した情報、例えば有効フレーム信号が出力されるので、映像信号ととも
に有効フレーム情報を記録装置で記録媒体に記録することが可能となる。すなわち、従来
においては、有効フレーム信号など所定のフレームレートに関連した情報が撮像装置から
出力されるものでなかったのであるが、本発明ではそのような所定のフレームレートに関
連する例えば有効フレーム信号などの情報を出力するので、映像信号とともに有効フレー
ム情報を記録装置に記録することが可能となる。
【００１３】
また、本発明は、種々のフレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と、該撮
像部から出力される前記プログレッシブ撮像信号を所定のフレームレートに対応させた映
像信号に変換して出力するフレームレート変換部と、前記所定のフレームレートに対応し
たタイミングで出力される有効フレーム信号をカウントしそのカウント結果を出力するカ
ウンタとを備えるように構成したものである。
【００１４】
これにより、撮像部から出力されるプログレッシブ撮像信号は所定のフレームレートに対
応させた映像信号に変換してフレームレート変換部から出力されるとともに、その所定の
フレームレートに対応したタイミングで出力される有効フレーム信号に関してもそのカウ
ントを行い、カウント結果がカウンタから出力されるので、所定のフレームレートに対応
させた映像信号、および、有効フレーム信号のカウント結果などを記録装置へ記録させる
ことが可能となる。すなわち、従来においては、有効フレーム信号など所定のフレームレ
ートに関連した情報が撮像装置から出力されるものでなかったのであるが、本発明では、
そのような所定のフレームレートに関連する例えば有効フレーム信号のカウント結果など
の情報を出力するので、記録装置にその情報を記録することも可能となっている。
【００１５】
また、本発明は、前記所定のフレームレートに対応する前記カウンタからのカウント結果
出力に基づいて、このカウント結果を表示する表示手段を備えているように構成したもの
である。
【００１６】
これにより、所定のフレームレートに対応して出力される映像信号が、有効フレームとの
関係において如何なるものとなっているか、その表示手段に表示されたカウント結果を見
ることでわかるようになる。
【００１７】
また、本発明は、種々のフレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と、該撮
像部から出力される前記プログレッシブ撮像信号を所定のフレームレートに対応させた映
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像信号に変換して出力するフレームレート変換部と、前記所定のフレームレートに対応し
たタイミングで出力される有効フレーム信号をカウントしそのカウント結果を出力するカ
ウンタとを備えて撮像装置を構成するとともに、該撮像装置から出力される前記所定のフ
レームレートに関連する情報を、前記フレームレート変換部から出力される前記映像信号
と共に同一記録媒体に記録する記録装置を備えているように構成したものである。
【００１８】
これにより、撮像装置で撮像されて得られたプログレッシブ撮像信号についてそのフレー
ムレートを所定のものに設定した場合、その所定のフレームレートに関連する情報をフレ
ームレート変換部から出力される映像信号と共に同一記録媒体に記録するから、従来、記
録していなかった有効フレームレートのカウント結果などの各種のフレームレートに関す
る情報を記録媒体に記録でき、その記録された所定のフレームレートに関連する情報を記
録媒体から再生するなどにより活用できる。
【００１９】
また、本発明は、前記所定のフレームレートに関連する情報は、前記カウンタから出力さ
れるカウント結果であるように構成したものである。
【００２０】
これにより、所定のフレームレートに関連して、有効フレームのカウント結果を記録媒体
に記録でき、そのカウント結果が記録媒体から有効に活用でき、例えばフレームレートの
変更がなされても、有効フレームのフレーム数を知ることができる。
【００２１】
また、本発明は、前記カウンタから出力されるカウント結果を、前記フレームレート変換
部から出力される前記映像信号と共に同一媒体上にフィールド単位で記録するように構成
したものである。
【００２２】
これにより、有効フレームのプログレッシブ撮像信号とカウンタのカウント結果とが１対
１に対応しているため、編集を行う場合、従来フィールド単位で撮像信号の識別できなか
ったものがフィールド単位で行えるようになるので、細かく画像編集が行える。
【００２３】
また、本発明は、前記所定のフレームレートに関連する情報を撮像部から出力するように
構成したものである。
【００２４】
この情報により、撮像装置どのフレームレートで動作しているか知ることができる。また
、この情報を記録媒体に記録しておくことで、記録媒体再生時にどのフレームレートで動
作していたかを知ることができる。
【００２５】
また、本発明は、前記所定のフレームレートに関連する情報は、前記記録媒体におけるユ
ーザーズビットに記録されるように構成したものである。
【００２６】
これにより、記録媒体におけるユーザーズビットを有効に利用して、所定のフレームレー
トに関連する情報が記録できるので、フレームレートに関連する情報を記録するための専
用の記録領域を別途新たに設定しなくても良い。
【００２７】
また、本発明は、前記記録装置は、前記撮像装置からの映像信号に関して記録開始指令と
記録停止指令とを、前記記録媒体のユーザーズビットに記録するように構成したものであ
る。
【００２８】
これにより、記録媒体におけるユーザーズビットに、撮像装置からの映像信号に関して記
録開始指令と記録停止指令とを記録するようにしているので、例えば撮像装置と記録装置
とがＳＤＩ信号線で接続されるように通信が行われて撮像装置から記録装置への映像信号
および音声信号の送信がなされる場合でも、記録する映像信号、音声信号のみならず、記
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録開始や記録停止のコマンド指令がＳＤＩ信号線に重畳されているユーザーズビット内に
存在するため、記録開始や記録停止のための特別なコマンドラインを用意することなく、
ＳＤＩ信号線だけあれば、映像信号、音声信号のダビング、バックアップ記録ができるだ
けでなく、記録開始、記録停止のタイミングを制御することが可能である。
【００２９】
この場合、複数の記録装置に同期して記録開始や記録停止の指令を送信することも可能と
なり、映像信号等の記録を少なくとも一つの記録装置でバックアップできる。
【００３０】
また、本発明は、前記撮像装置からの映像信号の記録装置による記録開始指令を、記録開
始位置よりも所定時間遅延させて前記記録媒体のユーザーズビットに記録するように構成
したものである。
【００３１】
これにより、ユーザーズビットを利用して記録の開始や停止のための記録指令を記録媒体
に記録させることができ、再生時の頭出しのサーチが容易に行える。
【００３２】
【発明の実施の形態】
本発明の第１の発明は、種々のフレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と
、該撮像部から出力される前記プログレッシブ撮像信号を所定のフレームレートに対応さ
せた映像信号に変換して出力するフレームレート変換部と、前記所定のフレームレートに
対応した情報を出力するフレームレート情報出力部を備える撮像装置としたものであり、
撮像部から出力されるプログレッシブ撮像信号は所定のフレームレートに対応させた映像
信号に変換してフレームレート変換部から出力されるとともに、フレームレートに対応し
た情報も撮像装置から出力されるため、外部に接続した記録装置において、有効フレーム
情報やフレームレートを検出することが可能となるという作用を有する。
【００３３】
本発明の第２の発明は、種々のフレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と
、該撮像部から出力される前記プログレッシブ撮像信号を所定のフレームレートに対応さ
せた映像信号に変換して出力するフレームレート変換部と、前記所定のフレームレートに
対応した情報を出力するフレームレート情報出力部を備えて撮像装置を構成するとともに
、該撮像装置から出力される前記所定のフレームレートに関連する情報を、前記フレーム
レート変換部から出力される前記映像信号と共に同一記録媒体上に記録する記録装置を備
える撮像記録装置としたものであり、撮像部から出力されるプログレッシブ撮像信号は所
定のフレームレートに対応させた映像信号に変換してフレームレート変換部から出力され
るとともに、フレームレートに対応した情報も撮像装置から出力されるので、所定のフレ
ームレートに対応させた映像信号、および、有効フレーム情報やフレームレート情報を記
録装置へ記録することが可能となるという作用を有する。
【００３４】
本発明の第３の発明は、種々のフレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と
、該撮像部から出力される前記プログレッシブ撮像信号を所定のフレームレートに対応さ
せた映像信号に変換して出力するフレームレート変換部と、前記所定のフレームレートに
対応したタイミングで出力される有効フレーム信号をカウントしそのカウント結果を出力
するカウンタとを備える撮像装置としたものであり、撮像部から出力されるプログレッシ
ブ撮像信号は所定のフレームレートに対応させた映像信号に変換してフレームレート変換
部から出力されるとともに、その所定のフレームレートに対応したタイミングで出力され
る有効フレーム信号に関してもそのカウントを行い、カウント結果がカウンタから出力さ
れるので、所定のフレームレートに対応させた映像信号、および、有効フレーム信号のカ
ウント結果などを記録装置へ記録させることが可能となるという作用を有する。
【００３５】
本発明の第４の発明は、第３の発明において、所定のフレームレートに対応する前記カウ
ンタのカウント値を表示する表示手段を備えてなり、有効なフレームのコマ数がその表示
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手段に表示されたカウント結果を見ることでわかるという作用を有する。
【００３６】
本発明の第５の発明は、種々のフレームレートのプログレッシブ撮像信号を得る撮像部と
、該撮像部から出力される前記プログレッシブ撮像信号を所定のフレームレートに対応さ
せた映像信号に変換して出力するフレームレート変換部と、前記所定のフレームレートに
対応したタイミングで出力される有効フレーム信号をカウントしそのカウント結果を出力
するカウンタとを備えて撮像装置を構成するとともに、該撮像装置から出力される前記所
定のフレームレートに関連する情報を、前記フレームレート変換部から出力される前記映
像信号と共に同一記録媒体に記録する記録装置を備えているとしたものであり、撮像装置
で撮像されて得られたプログレッシブ撮像信号についてそのフレームレートを所定のもの
に設定した場合、その所定のフレームレートに関連する情報をフレームレート変換部から
出力される映像信号と共に同一記録媒体に記録するから、従来、記録していなかった有効
フレームレートのカウント結果などの各種のフレームレートに関する情報を記録媒体に記
録でき、その記録された所定のフレームレートに関連する情報を記録媒体から再生するな
どにより活用できるという作用を有する。
【００３７】
本発明の第６の発明は、第５の発明において、前記所定のフレームレートに関連する情報
は、前記カウンタから出力されるカウント結果であるとしたものであり、所定のフレーム
レートに関連して、有効フレームのカウント結果を記録媒体に記録でき、そのカウント結
果が記録媒体から有効に活用でき、例えばフレームレートの変更がなされても、有効フレ
ームのフレーム数を知ることができるという作用を有する。
【００３８】
本発明の第７の発明は、第６の発明において、前記カウンタから出力されるカウント結果
を、前記フレームレート変換部から出力される前記映像信号と共に同一媒体上にフィール
ド単位で記録するとしたものであり、有効フレームのプログレッシブ撮像信号とカウンタ
のカウント結果とが１対１に対応しているため、編集を行う場合、従来フィールド単位で
撮像信号の識別できなかったものがフィールド単位で行えるようになるので、細かく画像
編集が行えるという作用を有する。
【００３９】
本発明の第８の発明は、第５から第７のいずれかの発明において、前記所定のフレームレ
ートに関連する情報を撮像部から出力するように構成したものであり、この情報により、
撮像装置がどのフレームレートで動作しているかを知ることができ、また、この情報を記
録媒体に記録しておくことで、記録媒体再生時にどのフレームレートで動作していたかを
知ることができるという作用を有する。
【００４０】
本発明の第９の発明は、第５から第８のいずれかの発明において、前記所定のフレームレ
ートに関連する情報は、前記記録媒体におけるユーザーズビットに記録されるとしたもの
であり、記録媒体におけるユーザーズビットを有効に利用して、所定のフレームレートに
関連する情報が記録できるので、フレームレートに関連する情報を記録するための専用の
記録領域を別途新たに設定しなくても良いという作用を有する。
【００４１】
本発明の第１０の発明は、第５から第９のいずれかの発明において、前記記録装置は、前
記撮像装置からの映像信号に関して記録開始指令と記録停止指令とを、前記記録媒体のユ
ーザーズビットに記録するとしたものであり、記録媒体におけるユーザーズビットに、撮
像装置からの映像信号に関して記録開始指令と記録停止指令とを記録するようにしている
ので、例えば撮像装置と記録装置とがＳＤＩ信号線で接続されるように通信が行われて撮
像装置から記録装置への映像信号の送信がなされる場合でも、記録する映像信号のみなら
ず、記録開始や記録停止のコマンド信号も送信されて記録媒体へその記録がなされ、ユー
ザーズビットを有効に利用できる。
【００４２】

10

20

30

40

50

(7) JP 3949431 B2 2007.7.25



本発明の第１１の発明は、第１０の発明において、前記撮像装置からの映像信号の記録装
置による記録開始指令を、記録開始位置よりも所定時間遅延させて前記記録媒体のユーザ
ーズビットに記録するとしたものであり、ユーザーズビットを利用して記録の開始や停止
のための記録指令を記録媒体に記録させることができ、再生時の頭出しのサーチが容易に
行える。
【００４３】
本発明の第１２の発明は、第５から第１１のいずれかの発明において、前記所定のフレー
ムレートに対応する前記カウンタからのカウント結果出力に基づいて、このカウント結果
を表示する表示手段を備えているものであり、所定のフレームレートに対応して出力され
る映像信号が、有効フレームとの関係において如何なるものとなっているか、その表示手
段に表示されたカウント結果を見ることでわかるようになるという作用を有する。
【００４４】
以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。
【００４５】
（実施の形態１）
図１から図４は、本発明の実施の形態１を示し、図１は、撮像装置もしくは撮像記録シス
テムの概要を示すブロック図、図２は、６０Ｐの撮像信号を６０Ｐで記録するタイムチャ
ート（ａ）と３０Ｐの撮像信号を６０Ｐで記録するタイムチャート（ｂ）で、図３は、２
０Ｐの撮像信号を６０Ｐで記録するタイムチャート（ａ）、２４Ｐの撮像信号を６０Ｐで
記録するタイムチャート（ｂ）、図４は、ユーザーズビットの記録内容を示す説明図であ
る。
【００４６】
図１に、撮像装置の一例および撮像装置からの出力信号を記録する記録装置ならびに有効
フラグ信号をカウントするカウンタを示している。１は種々のフレームレートのＰ信号を
出力する撮像部、２は撮像部１の出力信号を所定のフレームレートに変換するフレームレ
ート変換部、３はフレームレート変換部２の出力信号を磁気テープなどの記録媒体に記録
する記録装置、６はフレームレート変換部２から出力される信号のフレームの変わり目を
示す有効フレームパルス信号を出力するフラグ信号発生部、４は所定のフレームレートに
対応したタイミングでフラグ信号発生部６から出力された有効フレームパルス信号をカウ
ントしそのカウント結果を出力するカウンタである。そして、５は、人為的に操作されて
任意にフレームレートを設定し、その設定信号をフレームレート変換部２および記録装置
３に出力するフレームレート設定手段である。なお、図１において、Ｈ１，Ｖ１は図示し
ていない同期信号発生部より出力される撮像部１での水平、垂直の同期信号、Ｈ２，Ｖ２
はフレームレート変換後の水平、垂直の同期信号である。
【００４７】
次に、撮像部１で毎秒６０Ｐ、毎秒３０Ｐ、毎秒２０Ｐ、毎秒２４Ｐのフレームレートに
より撮像した場合の動作について説明する。
【００４８】
図２（ａ）には、６０Ｐのフレームレートの各プログレッシブ撮像画像を６０Ｐで記録媒
体の一例である磁気テープに記録するときのフレームレート変換部２から出力される映像
信号の各フレーム番号と、カウンタ４の出力データと、有効フレームパルス信号とを、記
録される順の番号、出力データの値、パルス信号の発生の順の番号を付してタイムチャー
トで示している。
【００４９】
図２（ｂ）には、３０Ｐのフレームレートの各プログレッシブ撮像画像を６０Ｐで記録媒
体の一例である磁気テープに記録するときのフレームレート変換部２から出力される映像
信号の各フレーム番号と、カウンタ４の出力データと、有効フレームパルス信号とを、記
録される順の番号、出力データの値、パルス信号の発生の順の番号を付してタイムチャー
トで示している。
【００５０】
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図３（ａ）には、２０Ｐのフレームレートの各プログレッシブ撮像画像を６０Ｐで記録媒
体の一例である磁気テープに記録するときのフレームレート変換部２から出力される映像
信号の各フレーム番号と、カウンタ４の出力データと、有効フレームパルス信号とを、記
録される順の番号、出力データの値、パルス信号の発生の順の番号を付してタイムチャー
トで示している。
【００５１】
図３（ｂ）には、２４Ｐのフレームレートの各プログレッシブ撮像画像を６０Ｐで記録媒
体の一例である磁気テープに記録するときのフレームレート変換部２から出力される映像
信号の各フレーム番号と、カウンタ４の出力データと、有効フレームパルス信号とを、記
録される順の番号、出力データの値、パルス信号の発生の順の番号を付してタイムチャー
トで示している。
【００５２】
すなわち、図２（ａ）に示すように、撮像部１から出力される撮像信号に対して、１／６
０秒ごとに有効フレーム信号である有効フレームパルスが出力される場合、カウンタ４で
は、その有効フレームパルスのカウントを行い記録装置３に出力する。このとき、カウン
タ４での有効フレームパルスのカウントで得られるカウンタデータは、初期値１に対して
１／３０秒ごとに２が加算された値が記録装置３に出力される。
【００５３】
記録装置３では、磁気テープにおけるＬＴＣ、またはＶＩＴＣの各映像信号に対応するユ
ーザーズビットの８桁の記録領域のうち、前の４桁にそれぞれカウンタ４からのカウント
結果出力であるカウンタデータを書き込み、５桁目、６桁目には、フレームレート設定手
段から出力される設定フレームレート（６０Ｐの場合には６０）を書き込む（図４参照）
。
【００５４】
したがって、この場合、記録装置３において、各映像信号に対応するユーザーズビットに
、１番目のフレーム（飛び越し走査方式の場合のフィールドに相当）と２番目のフレーム
とには、０００１のカウントデータが書き込まれ、３番目のフレームと４番目のフレーム
とには、０００３のカウントデータが書き込まれ、以下同様に書き込みが行われるととも
に、ユーザーズビットの５桁目、６桁目にはフレームレートが６０Ｐであることを示す“
６０”が書き込まれ、５番目のフレーム以降同様に記録動作していく。さらに、６０Ｐモ
ードでは、各フレームにおいて、奇数フィールド、偶数フィールドともに有効フレームで
あり、有効フレームパルスは奇数フィールド、偶数フィールドともＨｉｇｈレベルとなり
、最下位２ビットで各フレームの有効フレームを表すと、最下位２ビットはビットパター
ン“１１”が記録される。
【００５５】
図２（ｂ）に示すように、撮像部１から出力される撮像信号に対して、１／３０秒毎にフ
レーム変換部２から映像信号が更新されて出力されるとともに、フラグ信号発生部６から
も有効フレームパルス信号が出力される場合、カウンタ４での有効フレームパルスのカウ
ントで得られるカウンタデータは、初期値１に対して１／３０秒ごとに１が加算された値
が記録装置３に出力される。
【００５６】
したがって、この場合、記録装置３において、各映像信号に対応するユーザーズビットに
、１番目のフレームには０００１のカウントデータ、２番目のフレームには０００２のカ
ウントデータ、３番目のフレームには０００３のカウントデータ、４番目のフレームには
０００４のカウントデータが書き込まれ、５番目のフレーム以降同様に記録動作していく
。
【００５７】
さらに、３０Ｐモードであるのでユーザーズビットの５桁目、６桁目にはフレームレート
が３０Ｐであることを示す“３０”が書き込まれる。
【００５８】
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また、３０Ｐモードでは、各フレームにおいて、奇数フィールドが有効フレームであり、
有効フレームパルスは奇数フィールドでＨｉｇｈレベルとなり、最下位２ビットで各フレ
ームの有効フレームを表すと、最下位２ビットはビットパターン“１０”が記録される。
【００５９】
図３（ａ）に示すように、撮像部１から出力される撮像信号に対して、１／２０秒毎に、
フレーム変換部２から映像信号が切り換わって出力されるとともに、フラグ信号発生部６
から有効フレームパルス信号が出力される場合、カウンタ４での有効フレームパルスのカ
ウントで得られるカウンタデータは、初期値１に対して偶数フィールドで有効フレームパ
ルスがＨｉｇｈとなるとともに、２番目のフレームの偶数フィールドで映像信号が更新さ
れる。カウント値は２となりユーザーズビットのカウンタデータは０００２となり、最下
位２ビットのビットパターンは“０１”となる。また、このフレームにおいては、有効フ
レームパルス信号はＬｏｗのままである。３番目のフレームでは映像信号が更新されず、
よってカウントデータも０００２のままであり、最下位２ビットのビットパターンは“０
０”となる。３番目のフレームの奇数フィールドで有効フレームパルス信号がＨｉｇｈと
なる。４番目のフレームの奇数フィールドで映像信号が更新される。カウント値は３とな
りユーザーズビットのカウントデータは０００３となり、最下位２ビットのビットパター
ンは“１０”となる。また、このフレームにおいては、有効フレームパルス信号は偶数フ
ィールドでＨｉｇｈとなる。この場合、３フレーム周期で映像更新、有効フレームパルス
が繰り返される。
【００６０】
さらに、２０Ｐモードであるのでユーザーズビットの５桁目、６桁目にはフレームレート
が２０Ｐであることを示す“２０”が書き込まれる。
【００６１】
撮像部１から出力される撮像信号に対して、２４Ｐのフレームレートで撮像信号を得る場
合、フレームレート変換部２から出力される映像信号の切り換わりおよびフラグ信号発生
手段６から出力される有効フレームパルスの波形は、図３（ｂ）に示すようになる。カウ
ンタ４のカウンタデータは有効フレームパルスをカウントして出力され、カウンタデータ
としてユーザーズビットの上位４桁に記録される。また、フレームレート情報として、ユ
ーザーズビットの５，６桁目に記録される。また、有効フレーム情報が、最下位２ビット
にビットパターンとして記録される。
【００６２】
従って、撮像装置で撮像されて得られた撮像信号に関して、記録媒体に記録する際には、
所定のフレームレートに関連した、カウンタ４でカウントして得たカウンタデータを記録
媒体に記録装置３によって記録媒体に、記録する映像信号と共に記録することになるとと
もに、撮像装置から出力される映像信号のフレームレート情報についても記録し、かつ各
フレームについて奇数フィールドの映像が有効フレームであるか、偶数フィールドの映像
が有効フレームであるかを示すビットパターンも記録されることになる。それによって、
フレームレートが変更されて撮像および記録されても、有効フレームであるか否かの把握
が容易なものとなる。
【００６３】
本発明の実施形態としては、図１に示す撮像装置のみでも実現可能であり、また、撮像装
置と記録装置とが一体になったカメラ一体型の撮像記録装置として実現することもできる
。また、カウンタ４は撮像装置にあっても記録装置にあっても同様の機能を実現できる。
【００６４】
（実施の形態２）
上記実施の形態では、記録装置３において、記録媒体の各フレームの映像信号を記録する
領域に対応したＬＴＣまたはＶＩＴＣのユーザーズビットに記録されるカウンタデータに
ついて、２フレーム分（飛び越し走査方式の２フィールドに相当）が同一カウンタデータ
となるものを示したが、図５に示すように、カウンタデータ値が、１フレームごとに更新
されて、記録されるようにしても良い。
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【００６５】
この場合、有効フレームの映像信号とカウンタデータとが１対１に対応しているため、編
集を行う場合、従来フィールド単位で撮像信号の識別できなかったものがフィールド単位
で識別できるものとなっているので、精細な画像編集が行える。
【００６６】
（実施の形態３）
図６に、上記実施の形態１の構造のものにさらに表示装置７を備えるものを示している。
【００６７】
この表示装置７は例えば液晶表示装置で構成されるものであって、記録媒体に記録された
フレームに対応したタイムコードのユーザーズビットの情報を表示できるものとなってい
る。これにより、記録された映像信号の１フレームに対応したユーザーズビットの内容を
ユーザーに認識させることができる。
【００６８】
この表示装置７は、撮像装置に設けられるものでもよいし、撮像装置とは別体に設けられ
る記録装置に設けられるものでも良い。
【００６９】
（実施の形態４）
上記各実施の形態と同様の撮像装置のフレームレート変換部から出力される信号において
、図７に示すように、記録装置では、タイムコードにおける時間、分、秒のそれぞれを記
録媒体に記録するとともに、その時刻表示の後に付随して、フレームレートの単位時間当
たり、すなわち１秒当たりのフレーム数に対応したフレーム番号をも記録できるようにし
ても良い。ここで、例えば、２４Ｐで撮像されたものの場合、記録媒体に記録されたフレ
ームにおいては従来同一映像信号で重複したものについても１秒間に３０フレーム分の数
値を割り当てて記録していたため、例えば２４よりも大きな数値がそこに記録されること
になり、２４Ｐとして記録させていたのに違和感があった。そこで、その記録を２４Ｐで
撮像されたその順序に従って同一映像信号が続いて記録される場合には、それぞれのフレ
ームのタイムコードにおいて、フレームの順序を表わすデータについては、その２４Ｐに
対応する０から２３までの数値のみで記録するようにしている。
【００７０】
ここでいうフレームの桁のカウンタは、図１に示すカウンタ４のカウンタデータを用いる
ことで実現できる。すなわち、２４Ｐモードの場合、カウンタ４のカウントデータは１秒
間に０から２３の値を繰り返し、有効フレームのないフレームではカウントデータは変化
しない。
【００７１】
また、この記録されたフレームの順序を示すデータは、上記実施の形態３の表示装置７を
利用して表示できるようにしても良い。
【００７２】
（実施の形態５）
図８に示すように、本発明に係る撮像装置を備えているディジタルカメラ一体型ＶＴＲ８
からＳＤＩを介して出力される映像信号、音声信号、タイムコード情報を、記録装置とし
てのディジタルＶＴＲ９に送信して記録可能に構成している。これは、撮像装置と記録装
置とが信号線で接続された構成となっており、撮像記録システムの一例を示すものである
。
【００７３】
撮像装置から記録装置へ送信されるＳＤＩ信号のタイムコード情報中には３２ビットのユ
ーザーズビットがあり、このユーザーズビットのうち１ビット分を記録指令情報とする。
すなわち、図９に示すように、１フレーム分のＳＤＩ信号には、映像信号、音声信号、タ
イムコードが含まれ、タイムコード中にさらに３２ビットのユーザーズビットが含まれて
いて、そのユーザーズビットのうち１ビット分を記録開始指令と記録停止指令とが記録で
きるものとしている。
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【００７４】
撮像装置には、撮像の開始と停止との切り換え、ひいては撮像信号に基づく記録を行うた
めの映像信号を記録装置に記録開始と記録停止との切り換えを行える記録スタート／スト
ップスイッチなどの操作手段が設けられている。この操作手段は、記録装置への映像信号
の記録開始指令ならびに記録停止指令を生成する手段となっている。そして、撮像装置か
ら出力される前記ＳＤＩ信号のユーザーズビットの前記記録指令情報を格納するビットに
、前記操作手段による撮像の開始および撮像を継続して行っているときには、所定の値例
えば１を出力しておき、または停止の切り換えに伴い撮像を停止している状態に対応する
記録箇所には所定の値例えば０を出力しておく。そして、その撮像の開始時においては、
実際の開始時よりも１秒遅延してから記録指令情報を撮像時に対応する１を出力するよう
にしている。これらの情報は、記録媒体のユーザーズビットに、例えば図１１に示すよう
に、カウンタデータ、フレームレートの設定を示す情報、フレーム周波数の設定を示す情
報（具体的には５９．９４Ｈｚの場合５、６０Ｈｚの場合６）とともに、その最下位の４
ビットデータのうちｂｉｔ３とｂｉｔ２に割り当てられ、かつ磁気テープ上に記録される
。なお、この最下位４ビットデータのうちｂｉｔ１とｂｉｔ０はフレーム内の奇数フィー
ルド、偶数フィールドのそれぞれが有効フレームか否かを示す情報が割り当てられ、かつ
磁気テープ上に記録される。
【００７５】
これにより、記録媒体を編集して、例えば図１０（ｂ）に示すように、撮像停止時に対応
するポーズ領域を削除する編集を行った場合でも、その前のカットと後のカットとのつな
ぎ箇所において、後のカットの開始時点よりも１秒遅延してから撮像開始がなされたとの
記録指令に切り換わることになるから、編集されることによって画像信号としてはとぎれ
ることがなくなった状態であっても、カットの最初の１秒間の記録指令が停止情報に対応
するものとなっているから、その停止情報をサーチすることによって、各カットの頭出し
を行うことができる。
【００７６】
したがって、記録媒体において、このように遅延した位置にあることで、頭出しのサーチ
をこのデータを利用して行うことができる。頭出しの専用の情報を設定しなくても良い。
【００７７】
本発明は上記各実施の形態に限定されるものでなく、各種の変形例や応用例が考えられる
ものである。簡単に例示すると、
（１）上記各実施の形態では、撮像装置として、カメラ一体型ＶＴＲについて示したが、
例えばディジタルカメラであっても良い。
【００７８】
（２）上記各実施の形態では、ユーザーズビットに記録するものを示したが、これに限定
されるものでなく、ＡＵＸデータ領域に専用の記録領域を設けても良い。
【００７９】
（３）上記実施の形態では、記録媒体として磁気テープを示したが、磁気テープに限定さ
れるものでなく、例えば光ディスクなどの光学的記録媒体や、また、磁気記録媒体として
は例えば磁気ディスクなども含むものである。さらに、半導体記録素子からなる記録媒体
についても含むものである。
【００８０】
（４）上記の各実施形態で撮像装置からの各種情報を記録媒体に記録するようにしたもの
をそれぞれ示したが、記録される各種情報については、その各種情報群のうち一種のみ記
録してもよいし、それぞれの任意の組み合わせで複数種記録しても良い。
【００８１】
【発明の効果】
以上のように本発明に係る撮像装置によれば、撮像部から出力されるプログレッシブ撮像
信号は所定のフレームレートに対応させた映像信号に変換してフレームレート変換部から
出力されるとともに、その所定のフレームレートに対応したタイミングで出力される有効
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フレーム信号に関してもそのカウントを行い、カウント結果がカウンタから出力されるの
で、所定のフレームレートに対応させた映像信号、および、有効フレーム信号のカウント
結果などを記録装置へ記録させることが可能となる。すなわち、従来においては、有効フ
レーム信号など所定のフレームレートに関連した情報が撮像装置から出力されるものでな
かったのであるが、本発明では、そのような所定のフレームレートに関連する例えば有効
フレーム信号のカウント結果などの情報を出力するので、記録装置にその情報を記録する
ことも可能となっており、所定のフレームレートに関連した情報について記録された情報
を有効に活用できる。
【００８２】
また、本発明に係る撮像装置によれば、所定のフレームレートに対応する前記カウンタか
らのカウント結果出力に基づいて、このカウント結果を表示する表示手段を備えていると
したものであり、所定のフレームレートに対応して出力される映像信号が、有効フレーム
との関係において如何なるものとなっているか、その表示手段に表示されたカウント結果
を見ることでわかる。
【００８３】
本発明に係る撮像記録システムは、撮像装置で撮像されて得られたプログレッシブ撮像信
号についてそのフレームレートを所定のものに設定した場合、その所定のフレームレート
に関連する情報をフレームレート変換部から出力される映像信号と共に同一記録媒体に記
録するから、従来、記録していなかった有効フレームレートのカウント結果などの各種の
フレームレートに関する情報を記録媒体に記録でき、その記録された所定のフレームレー
トに関連する情報を記録媒体から再生するなどにより活用できる。
【００８４】
また、本発明に係る撮像記録システムは、所定のフレームレートに関連して、有効フレー
ムのカウント結果を記録媒体に記録でき、そのカウント結果が記録媒体から有効に活用で
き、例えばフレームレートの変更がなされても、有効フレームのフレーム数を知ることが
できる。
【００８５】
また、本発明に係る撮像記録システムは、カウンタから出力されるカウント結果を、フレ
ームレート変換部から出力される前記映像信号と共に同一媒体上にフィールド単位で記録
することで、有効フレームのプログレッシブ撮像信号とカウンタのカウント結果とが１対
１に対応することになるため、編集を行う場合、従来フィールド単位で撮像信号の識別で
きなかったものがフィールド単位で行えるようになるので、細かく画像編集が行える。
【００８６】
また、本発明に係る撮像記録システムは、所定のフレームレートに関連する情報は、撮像
装置から出力される映像信号のフレームレートの情報であり、このデータをもとに、撮像
装置から出力される映像信号のフレームレートを知ることができる。
【００８７】
また、本発明に係る撮像記録システムは、特にフレームレートが２４Ｐに設定されている
ときに、たとえばタイムコードのフレームの桁が０～２３まで変化し、フレームレートと
タイムコードのフレームの桁との整合性をとることができるとともに、タイムコードのフ
レームの桁が変化するタイミングと映像信号の変化タイミングが１対１に対応することに
なる。
【００８８】
また、本発明に係る撮像記録システムは、所定のフレームレートに関連する情報を、記録
媒体におけるユーザーズビットに記録することにより、記録媒体におけるユーザーズビッ
トを有効に利用して、所定のフレームレートに関連する情報が記録できるので、フレーム
レートに関連する情報を記録するための専用の記録領域を別途新たに設定しなくても良い
。
【００８９】
また、本発明に係る撮像記録システムは、記録装置によって、撮像装置からの映像信号に
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関して記録開始指令と記録停止指令とを前記記録媒体のユーザーズビットに記録すること
により、例えば撮像装置と記録装置とがＳＤＩ信号線で接続されるように通信が行われて
撮像装置から記録装置への映像信号の送信がなされる場合でも、記録する映像信号のみな
らず、記録開始や記録停止のコマンド信号も送信されて記録媒体へその記録がなされ、ユ
ーザーズビットを有効に利用できる。
【００９０】
また、本発明に係る撮像記録システムは、撮像装置からの映像信号の記録装置による記録
開始指令を、記録開始位置よりも所定時間遅延させて記録媒体のユーザーズビットに記録
することにより、ユーザーズビットを利用して記録の開始や停止のための記録指令を記録
媒体に記録させることができ、再生時の頭出しのサーチが容易に行え、編集などにおける
作業性を向上できる。
【００９１】
また、本発明に係る撮像記録システムは、所定のフレームレートに対応するカウンタから
のカウント結果出力に基づいて、このカウント結果を表示する表示手段を備えていること
により、所定のフレームレートに対応して出力される映像信号が、有効フレームとの関係
において如何なるものとなっているか、その表示手段に表示されたカウント結果を見るこ
とでわかる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態（１）に係る撮像装置もしくは撮像記録システムの概要を
示すブロック図
【図２】　６０Ｐの撮像信号を６０Ｐで記録するタイムチャートを（ａ）に示し、６０Ｐ
の撮像信号を３０Ｐで記録するタイムチャートを（ｂ）に示す
【図３】　６０Ｐの撮像信号を２０Ｐで記録するタイムチャートを（ａ）に示し、６０Ｐ
の撮像信号を２４Ｐで記録するタイムチャートを（ｂ）に示す
【図４】　本発明の実施の形態（１）におけるユーザーズビットの記録内容を示す説明図
【図５】　本発明の実施の形態（２）におけるフィールド単位でカウンタデータを得る６
０Ｐの撮像信号を６０Ｐで記録するタイムチャートを示す
【図６】　本発明の実施の形態（３）に係る撮像装置もしくは撮像記録システムの概要を
示すブロック図
【図７】　本発明の実施の形態（４）におけるユーザーズビットの記録内容を示す説明図
【図８】　本発明の実施の形態（５）における撮像記録システムの概略を示す説明図
【図９】　本発明の実施の形態（５）におけるＳＤＩ信号の概略を示す説明図
【図１０】　本発明の実施の形態（５）におけるカメラ一体型ＶＴＲの動作と記録指令を
示すタイムチャートを（ａ）に示し、このときの記録媒体（磁気テープ）への記録状態を
示すタイムチャートを（ｂ）に示す
【図１１】　本発明の実施の形態（５）におけるユーザーズビットの記録内容を示す説明
図
【符号の説明】
１　　撮像部
２　　フレームレート変換部
３　　記録装置
４　　カウンタ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

(16) JP 3949431 B2 2007.7.25



【 図 １ １ 】
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